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本 誌 の 最新 情報 を Check! 回 回 
PC か ら も ケー タイ か ら も 同じ アド レス で アク セス で きま す 。 世 = コッ ae 


http://deagostinijp/eva/ 回 
由伸 時 963 


お 申し 込み く 
1. 読者 専用 定期 購読 受注 セン ター に 電話 また は FAX で 
0120-300-851 
(9:00~21:00 年 中 無休 ) 
硬 01 20-834-353 


ー タ イ か も 同じ アド レス で アク セス で “きま す 。 
3. AME 


訂 版 」 は 特製 バイ ン 

す 。 エヴァンゲリオン 大 百科 を 完成 さ 

せる の に 不可 欠 な 特製 バイン ダー2・3 

巻 の 2 冊 セ ッ ト を 創刊 特別 価格 990 円 ( 税 

込 ) で 発売 し て お り ま す 。 お 近く の 書店 
お 求め ぐだ さい 。 
特別 価格 は 2010 年 5 月 末日 まで の 期間 限定 と な り 

ます 。 そ れ 以 降 は 通常 価格 1.790 円 

※4 巻 目 の バ イン ダー は 第 31 
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ヒト に 好意 を 示し た っ を そ ナ 1 っ 多 だ | っ - ナ ミ 
使徒 の 少年 
ヒト の 次 に 至っ た 使徒 一 それ が タブ リス で ある 。 カヲル 若 が 彼 が 使徒 だ っ た な Ac 人 


その 形態 へ と 行き 着い た 理由 は 、 ヒト の 持ち 得る 
と そん な の 


「 知 恵 ] を 求め た 結果 と も 推測 で きる が 、 第 一 に ヒト 
FRONT 


と の 接触 に 適し て いた か ら に ほか な ら な い 。 いわ ば 
"ヒト と いう 種 の 理解 " を 望ん で いた の で は な い だ ろ 
うか 。 その 結果 か 、 ヒ ト を 減 ぼ す は ず の 使徒 が 、 接触 
を も っ た サー ド チ ルド レン に 好意 を 持つ こと で ヒト 
の 行く 末 を 案じ 、 自ら の 死 を 選択 、 使徒 と いう 種 に 
ピリ オド を 打つ 存在 と な っ た の は 皮肉 と いえ よう 。 

フィ フス チル ドレ ン と し て NERV 本 部 に 襲来 し た タ 
ブリ ス は 、 EVA 弐 号機 を 操っ て セン トラ ルド グマ に 
侵攻 。 最 下 層 に 幽閉 され て いる と いう アダ ム を 目指 
し 接触 に 成功 する が 、 その 正体 は リリ ス だ と 者 破 す 
る 。 その と き 、 追撃 し て きた 和 シ ンジ の EVA 初 号 失 
に 身 を 委ね て 死 を 望み 、 贅 減 され た 

" 量 に 照ら され る 夜 " 持つ ギリ シャ 語 の 書 
物 「 ヌ ク テ メ ロン 3 いて 、 タブ リス は 6 時 の ゲニ 
ウス (時 間 の デー モン ) で あり 、 自由 意志 を 支配 する 
と され る 。 また 、 カ ホ ル と いう 3 時 の ゲニ ウス は 欺 き 
を 支配 する と いう 。 その 名 の 通り ヒト と いう 偽り の 次 
を 持ち 、 死に よっ て 絶対 的 自由 を 得 た 使徒 で ある 。 


・17th ANGEL 


天使 名 : TABRIS 
タフ リス 


自 ! 由 意 3 


由 意 いい 


人 類 の 補完 を 目指 し 


能力 : ABILITY 年 碗 シン ジ 前 本 

EVA と の 同化 半 波 レイ を 、 フ ィ フ スチ ルド レン 
店 浴 カ ラル と し て NERV 本 部 へ と 
語 ア ダム 送り 込ん だ 。 


SEVENTEENTH ANGEL TABRIS 


タブ リス は 人 間 の 姿 を 有 す 異質 な 使徒 で ある 。 その 
上 ヒト と し て 活動 する 術 、 知 性 を 備え て お り 、 言 葉 に よ 
る コミ ュ ニ ケー ショ ン を 行なう 聡明 さも 持つ 。 この 姿 は 
ヒト と 接触 を 持つ た め に 有効 で あり 、 人 間 社 会 に 適応 
する ひと つの 擬態 と も 考え られ よう 。 その 身体 は ヒト と 
同様 の 血 肉 で 構成 され て いる も の と 考え られ 、 使徒 を 
判別 する ブラ ッ ド タイ プ を 隠す 能力 に より 完全 な 人 間 
形態 を 持つ 。 実際 ヒト と の 接触 に 成功 し 、 交友 さえ 深 
め て いる 。 な お 、 ヒ ト の 心身 を 得 た こと で 感情 が 芽生 
え 、 心 を も 得 た の か 定か で は な い が 、 接触 で ヒト に 好 
意 を 持つ に 至っ た と いう 点 で ほか の 使徒 と は 一 線 を 画 
す 。 また 、 姿 が ヒト と は いえ 、 その 能力 は 人 間 の 範 暗 を 
疾 か に 凌 訪 し て お り 、 使徒 の 証 と も いえ る 物理 的 に 影 
響 を 及ぼ す ほ どの A.T. フ ィ ー ル ド を 展開 で きる 。 
相当 な 距離 が 離れ て いて も 、 自 分 を 
監視 し て いた 葛城 ミサ ト の 気配 を 知 


覚 し て いた 様子 の タブ リス 。 ヒト に 
は な い 超 感覚 を 有 し て いる よう だ 。 


| 
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EVA と の シン クロ 率 を 自ら の 意志 で 賠 


hina 


YE 


自由 に 設定 で きる と いう 、 理論 上 あ 号機 に 窒 魂 が 自ら 閉じ こも 
り 得 な い は ず の 能力 を 見 せる 。 っ て いる 状 j ら こ そ 、 タブ リス は 
同化 し て 操る こと が で きた 。 


タブ リス の A.T. フ ィ ー ル ド は 、 物理 防 
御 だ け で は な く 、 光 波 、 電 破 波 、 粒 子 


ブ / | を も 途 断 で きる 。 まさ し く 何人 も 侵 せ 
な い 結 界 の ご と き 展 開 が 可能 。 


( 


アダ ム の 魂 を 宿 し た 肉体 


サル ペー ジ さ れ た アダ ム の 魂 を 内 に 持つ と いう タブ リス 。 セカ 
ンド イン パク ト の 発生 後に アダ ム の 魂 は ゼー レ に よっ て 回 収 され 、 
消 カ ヲ ル の 肉体 へ 移さ れ た 。 その 華 秦 で 中 性 的 な 肉体 は 誰 の 
も の を ベー ス に し て いる の か は 不明 。 た だ 、 葛城 調査 隊 は アダ 


ム に 対し 遺伝 子 ダイ ブ 実 験 を 行なっ て お り 、 その 提供 者 の 肉体 
情報 を 基 に し て いる 可能 性 も ある だ ろう 。 一 方 、 再生 され た ア 
ダム の 肉体 は 確 ゲ ンド ウ の 右手 へ と 移植 され て いる 。 


ー は if 当 沿 洒 潮 の 選民 昌 師 8 英 滑 


st 思 革 rrSdtS よ 計 鹿 S 意 
Sri 。M に NAO 図 本 テ き VH で 


EVA と の 


アダ ム よ り 造 られ た と いう EVA と 同化 し て 操る 能力 を 持つ 。 こ 
れ は アダ ム を ベー ス と し て 生み 出さ れ た 肉体 に 対し 、 アダ ム の 魂 
が より 強い 支配 権 を 持つ た めで あろ う 。 た だ し 、 既に 魂 が 宿 さ 
れ て いる 場合 は 干渉 で き な い 。 な お 、 一 旦 同化 する と 同化 対象 
と 永久 に 生き 続け る こと に な る と いう 。 


操 ら れ て いる と は いえ 、 活動 に 必 
中 枢 部 分 を 物理 
動 は 停止 。 同化 は 解 か れる 模様 。 


ゼー レ の 手 に より 生み 出さ れ 、 フィ フス チル ドレ ン と 
し て NERV 本 部 へ 送り 込ま れ た タブ リス 。 サー ド チ ル 
ドレ ン 和 シ ンジ と の 接触 を 図り 、 そ の 結果 、 自 ら の 存 
在 意義 を 見 出し 、 彼 に 好意 を 表明 する 。 その 後 、 使徒 
と し て の 正体 を 現し て 活動 を 開始 。 弐号 機 と 同化 し て 
セン トラ ルド グマ に 侵攻 し 、 アダ ム が 上 幽閉 され て いる 
と いう ター ミナ ルド グマ 最深 部 へ と 向かう 。 そこ で 選 
逝 し た モノ は アダ ム で は な く 、 リリ ス だ と 見 破る タブ リ 
ス 。 その 際 、 追撃 し て きた 初 号機 に 身 を 委ね 、 自 己 の 


議 る こと を : シン ジ 流亡 を 選択 する こと で 完全 
死 で 未来 を ヒト へ と 譲る こと を 決意 。 最後 は シン ジ の CE 
手 に 掛か る こと を 望み 、 残 減 さ れ た 。 ンジ ) へ 譲り 渡す 。 


タブ リス 侵攻 記録 


戸惑う サー ド チ ルド レン に 
し て 、 タ ブリ ス は 積極 的 
接触 を 図る 。 短い な が ら 
も 交友 を 深め 、 ふ た り は 心 
か れ て ゆく 。 


生 と 死 は 等 価値 だ と シン ジ 
に 語る タブ リス 。 そし て 彼 は 
自ら の 死 一 使徒 と いう 種 の 


オー トマ チッ ク に 初 号 機 と の 戦闘 を こなす 弐号 機 。 活動 に 電力 は 必要 な く 、 
AT. フ ィ ー ル ド の 能力 の 一 適 か 、 使 徒 と 同様 に 空中 移動 も 見 せ て いる 。 


回 


綾波 レイ と の 関係 


3 時 本 55 前 時 時 是 ,$ 
Z 星 ン に T に 5 っ 
0 スト を ジレ ヒト 5A の トト リト 本 完 メス 
本 ルル = 明 と の = ル 生 。 号 V 開 「 リ さ 。 よ を 鍼 に 
9 寺 記 = ニニ 
ヘレ 2 グ を が 初 ド と て 撮 択 
人 
で し 戦 = 
し 生計 機 れ 
ト 攻 と り を る 
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| 表情 

《 個人 情報 F = cd 
名 前 加持 リョ ウジ 
年 齢 30 歳 ーー 誤 々 と し て 掴み 所 の 

な い 人 物 、 と いう 印象 
国籍 日 本 NY を 与え る 加持 。 無精 朋 
生年 月 日 | AD.1985/06/17 と 無造作 に 括っ た 長 
硬 湊 型 | A 弄 髪 と いう 外見 上 の 特徴 


も 、 そう いっ た 印象 を 
与え る 要因 と いえ よう 。 


所 属 NERV 特 殊 監察 部 ほか 


特務 機関 NERV の 特殊 監察 部 に 所 属す る 加持 リ 
ョ ウジ 。 同時 に 彼 は 、 日 本 政府 内 務 省 調査 部 、 さ ら 
に ゼー レ の 間 謀 と し て 活動 し て いる 「 三 重 ス パイ 」 と 
いう 特殊 な 存在 で ある 。 彼 の 経歴 に つい て は 明らか 
に な っ て お ら ず 、 判明 し て いる の は 、 同じ く NERV に 
勤務 する 葛城 ミサ ト 、 赤木 リツ コ ら が 第 2 東京 大 学 
に 在籍 し て いた 頃 か ら の 知己 で ある と いう 程度 の 情 
報 で ある (た だ し 、 彼 自身 の 在籍 大 学 は 不明 )。 以 
降 、 NERV に 入所 し 、 ド イツ 支部 に 勤務 する こと と な 
っ た 加持 は 、 アス カ と 弐号 機 の 来 日 の 際 に 護衛 と し 
て 同行 し ドイ ツ よ り 帰 国 。 その まま 出向 の 辞令 を 受 
け NERV 本 部 に 勤務 する こと と な っ た 。 


加持 に と っ て い 心 が 和む お 場所 で ある た めか 、 ス イカ 畑 で 
浮か べ て いた 笑顔 は 、 普段 より も 優し げ な も の s 


軽い 性 格 を 表す よう 


あら ゆる 側面 か ら 謀 報 活動 を 続け て いた 加持 だ 0 
が 、 その 個人 的 な 目的 は 、 NERV や ゼー レ の 裏側 に 粋 で は な い 笑み は 、 彼 
ある セカ ンド イン パク ト や 人 類 補完 計画 の 真実 を 知 5 er 
る こと だ っ た と 考え られ て いる 。 加持 は スイ カ 栽 培 0 滑 に 交流 し て いた 加持 。 用 の 内 を 悟ら せな 


い 表 情 を 浮か べ て いら れる こと は 、 間 謙 で 
ある 彼 に と っ て は 武器 の ひと つ だ っ た と も い ーー 
える 。 


と いう 意外 な 趣味 を 持っ て お り 、 本 人 は 「 何 か を 作 
る 、 何 か を 育て る の は いい ぞ 。 いろんな こと が 見 え 
て くる し 、 分 か っ て くる 」 と 口 に し て いた が 、 それ も ま 
た 「 真 実に 近づく 」] と いう 彼 の 活動 を 暗示 し て いた の 
か も し れ な い 。 ちな み に 、 来 日 と いう 状況 の 変化 は 
彼 に と っ て 都合 の 良い 出来 事 と 考え られ る が 、 これ 
ら が ゼー レ 、 ある い は 在 ゲ ンド ウ に より 意図 的 に 作 
られ た 状況 だ っ た か は 定か で は な い 。 真実 に 近づく 
に つれ 、 加持 の 周囲 に は 危険 が 増し て いっ た が 、 そ 
れ を 胡 う こと すら な か っ た 。 そ れ が た だ の 好奇 心 で 
あっ た の か 、 何 ら か の 目的 が あっ た の か を 語る こと 
は な く 、 彼 は 死 の 瞬間 まで 真実 を 追い 求め た 。 
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アダ ム の サン ブル を 運ぶ と いう 、 危険 か つ 重 大 な 任務 を 遂行 し 
持 。 ゲン ドウ か ら も 一 目 置か れる 存在 で あっ た こと は 間違い な い 。 


話 の 際 は 、 基本 的 に 柔和 な 表情 を 浮か べ る 
ただ し 、 間 謙 と し て 得 た 秘密 を 口 に する 
際 に は 、 その 職務 と 情報 の 性 質 上 、 普段 は あま 
り 見 せな い 精 恒 な 表情 を 浮か べ る こと も 。 


ー 友 人 の 結婚 式 に 出席 し た 
際 の 次 スー ツ に 身 を 
包ん で いる も の の 、 無 精 胡 が 
その まま だ っ た り 、 ネクタイ が 
曲がっ て いた り と 、 全体 的 に 
締まり の な い 印 象 で ある 。 


NERV に お ける 加持 は 、 最高 司令 官 で ある 碗 ゲン 
ドウ の 特命 を も っ て 動く こと が 多い 。 そもそも 、 来 
日 し た 真 の 目的 も 、 復元 され た アダ ム の サン プル を 
ゲン ドウ に 届け る こと で あっ た 。 だ が 、 その ほか に も 
情報 公開 法 に 基づい て 請求 され た 資料 の 操作 ( 改 
写 ) や 、 対 使徒 戦 (第 7 使徒 イス ラフ ェ ル 戦 ) の 作戦 案 
を 提示 する な ど 、 様 々 な 活動 を こなし て いる 。 これ ら 
の 事実 か ら は 、 加持 が 特殊 監察 部 員 と し て 情報 関係 
に 秀 で て いる の は 勿論 の こと 、 オー ル マ イ ティ な 能 
力 を 持つ 人 材 で ある こと が 分 か る 。 ゆえ に ゲン ドウ 
は 、 彼 が 三重 スパ イ で ある こと に 気づき つつ 、 その 
存在 を 最大 限 に 利用 し て いた も の と 思わ れる 。 


加持 リョ ウジ は 、 一 見 、 軽薄 そう な 印象 を 与え る 
男 で ある 。 無精 明 や ほぼ 無造作 に 伸ばし た 髪 と いっ 
た 外見 的 な 印象 に 加え 、 女性 に 対し て 騰 面 な く 甘 い 
言葉 を 距 く こと が その 要因 で あろ う 。 か つて 恋人 で 
あっ た ミサ ト だ け に 止ま ら ず 、 古い つき あい の ある リ 
ツ コ や 、 ほぼ 初対面 だ っ た と 考え られ る 伊吹 マヤ に 
まで ちょ っ か い を 出し て いた よう で ある 。 た だ 、 ミサ 
ト 以 外 へ の 言葉 の ほとん ど は 、 冗談 の 類 で あっ た こ 
と は 想像 に 難く な い 。 彼 は 、 他 人 を か ら か うこ と も 
し ば し ば で 、 ミ サト な ど は その 言動 に 翻弄 され る こと 
も 多かっ た よう で ある 。 し か し その 一 方 で 、 物流 ・ ア 
スカ ・ ラ ング レー に は 保護 者 と し て 真 撃 に 接し 、 シ ン 
ジ や ミサ ト に 対し て は よき 理解 者 と し て 真剣 に 忠告 
を 与え る こと も 多かっ た 。 

他人 に 様々 な 側面 か ら 関 わる こと を 康 わ な か っ た 
加持 だ が 、 その 一 方 で 、 自 身 に つい て 追及 され た 際 
は の ら り くら り と か わし 、 その 本 心 を 見 せる こと は ほ 
と ん ど な か っ た 。 その 頼 然 と し た 性 質 は 、 自ら の 本 
心 を 見 せな いた め に 培 わ れ た も の と も 考え られ る 。 


元々 の 気質 か 職業 柄 か 、 

多分 に 二 面 性 を 持ち 合 

わせ て いる 加持 。 普段 

は 昭 々 と し て いる が 、 彼 

に と っ て 重要 な 人 間 と 対 

半 する 際 に は 極め て 真剣 
な 表情 を 見 せる 。 


と し じ て の 役割 


仕事 の 合間 を ぬっ て 、 アス カ 

剛 の 買い 物 に 付き 合う 加持 。 
害 関係 の な い 少女 か 
さ を 理由 に し 
て 断ら な か っ た 点 か ら も 、 彼 
の 面倒 見 の 良さ が 寮 え る 。 


加持 と 適格 者 た ちの 間 に は 、 見 た 目 以 上 に 浅 か 
ら ぬ 関係 が ある 。 まず 、 惣 流 ・ ア スカ ・ ラ ング レー は 
ドイ ツ に いる 頃 より 加持 に 恋心 を 抱い て いた よう で 、 
来 日 し て か ら も 、 彼 を 慕い 続け て いた 。 加持 
は それ を 子供 の 憧れ と 判断 し て お り 、 邪険 に 扱う こ 
と な く 、 大 人 と し て の 対応 を 見 せ て いる 。 また 加持 
の 言葉 は 、 様々 な 悩み を 抱え な が ら EVA に 搭乗 し て 
いる 和 碗 シン ジ に も 大 き な 影 響 を 与え て いる 。 特に 第 
14 使 徒 ゼ ル エ ル が 襲来 し た 際 、 NERV か ら 去 っ た シ 
ンジ に 再び EVA に 乗る 決意 を させ た の は 加持 だ っ た 。 
加持 は 大 人 の 男性 と し て 、 彼ら 少年 少女 に と っ て 道 
標 を 与え る 存在 で あっ た と いえ る だ ろう 。 
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久しぶり に 会 っ た 友人 に そっ 
と 近づき 、 抱き し め る 加持 。 
彼 は 口説 こう と する 素振り を 

わか っ て い 
る リツ コ は 軽く いな し た 。 


Noma 
組織 を 股 に 掛け る 意味 


3 つの 組織 を 股 に 掛け ぐい た 加持 は 、 その 立場 を 利用 し 
て あら ゆる 情報 を 収集 し て いた よう で ある 。 彼 の 目的 は 主 に 
セカ ンド イン パク ト や 人 類 補 完 計 画 の 真実 を 知る こと で あっ 


た と する 見 方 が 有力 だ が 、 それ を 知っ て 何 か に 利用 し よう と 
する 等 の 二 次 的 な 目的 は 持っ て いな か っ た よ 
た だ 彼 は [自分 の 中 の 真実 に 近づき た い だ け た 
と な く 口 に し て いた 。 彼 の 求め て いた 真実 を 知る た め に は 、 
様々 な 情報 を 得 お な けれ ば な ら ず 、 その た め に 彼 は 最も 情報 
の 集まっ て で きやすい ポジ ショ ン を 探し て いた と も 考え られ る 。 
それ が 結果 と し て 、 セカ ンド イン パク ト 及 び 人 類 補完 計画 に 
何ら か の 形 で 関わ っ て いる で あろ う 3 つ の 組織 を 行き 来 し 、 
三重 スパ イ を する と いう 行為 だ っ た と いえ よう 。 


ー † 直情 型 で 自分 の 感情 を 隠す こと 
な く 見 せる ミサ ト は 、 加持 と は まっ た 


らち こそ 加持 も 彼女 


ふた り が 再会 し た 
ト は 加持 の 存在 を 心 


られ な い 表情 を 引き 出す 存在 
と も いえ よう 。 


大 学 時 代 の 友人 の 結婚 式 に 
出席 し た 際 、 思わ ず 加 持 の 曲 
クタ イ を 直す ミサ ト 。 
加持 の だ らし な い 部 分 が 、 
サト の 母性 本 能 を 刺激 する の 
か も し れ な い 。 


一 加持 が 来 日 し た 当 
初 、 警 葉 す る よう な 表 
情 を 多く 見 せ て いた ミ 


サト 。 普 の 恋人 と いう 
だ 『 く 、 作戦 部 
長 と し て の 直感 も あっ 


に 。 た の か も し れ な い 。 


NERV の 同僚 で ある 赤木 リツ コ 博 士 は 、 ミサ ト と 
同様 に 大 学 時 代 か ら の 友人 で ある 。 ミサ ト の 紹介 で 
知り 合っ た ふた り だ が 、 どちら も 自ら の 本 心 を 隠す よ 
うな 性 質 を 持っ て いる た めか 、 気 の 合 う 部 分 が ある 
よう だ 。 また 、 NERV の 裏側 の 事情 を 知っ て いる 人 
間 と し て も 、 どこ か 通じ 合う も の が ある の か も し れ な 
い 。 この ふた り の 会 話 は 、 胸 の 内 に 踏み 込む 素振り 
を 見 せつ つも 互い に か わし て いく と いう 、 どこ か ゲー 
ム の よう な 印象 を 与え る 。 また 時 折 、 ふ た り 揃っ て 
ミサ ト を か ら か う よ う な 場面 が 見 受け られ る こと も あ 
る 。 加持 に と っ て の リツ コ と いう 存在 は 、 親友 と い 
う よ り る も 悪友 に 近い も の と いえ る だ ろう 。 


され る の は 好ま な いよ うだ 。 


内 務 省 の スパ イ に 忠告 を 史 け た 際 
も 、 何事 も 自分 の 目 で 確か め な い 
と 気 が 済ま な い タ チ だ と 返し て いた 
加持 。 組織 に 属し て も 行動 を 制限 


加持 と 同じ く 特務 機関 NERV に 勤務 する 、 or 
戦 部 作戦 局 第 一 課 所 属 の 葛城 ミサ トー 尉 ( 後 
佐 )。 大 学 時 代 に は 恋人 関係 に あっ た ふた り だ が 、 加 
持 が 来 日 し て か らし ば らく の 間 、 ミ サト は 彼 を 避け る よ 
うな 素振り を 見 せ て いた 。 加持 の 方 も 彼女 に 好意 を 
見 せ て は いた が 、 どこ か が 冗談 交じり の よう で も あっ た 。 

ふた り の 関係 に 変化 が 表れ た の は 、 ミサ ト が 加持 
と 別れ た 理由 を 語っ た 時 で ある 。 そ の 理由 と は 、 ミ 
サト が 加持 を 死ん だ 父 に 重ね 合わ せ て いた と いう も 
の だ っ た 。 その 事実 を ミサ ト が 語っ て いた 際 、 加持 
は 真 撃 な 面持ち を 浮か べ て いた 。 そ の 表情 か ら は 、 
彼女 の 心情 を 鑑み る と 同時 に 、 自 分 が 追い 求め て き 
た 「 真 実 」 を 伝え る こと へ の 決意 が 見 て 取れ る 。 その 
後 、 加 持 と ミサ ト は 再び 恋人 関係 と な る 。 女性 に だ 
らし な い 印 象 の 加持 で ある が 、 ミサ ト に 対し て は 特別 
な 感情 を 抱い て いた 。 自ら の 死 を 予感 し て いた 彼 が 、 
その すべ て を 賭け て 得 た 情報 (セカ ンド イン パク ト の 
真実 へ の 手がかり 等 ) が 入っ た カプ セル を ミサ ト に 貴 
し た こと か ら も 、 それ は 明らか と いえ る だ ろう 。 


ミサ ト に カプ セル を 渡し 
た 際 の 表情 は 、 それ まで 
に 見 られ な か っ た 程 に 
剣 な も の だ っ 
に すべ て を 託す と いう 強 
い 決意 が 見 て 取れ る 。 


と の 関係 


組織 を 股 に 掛け た 結果 、 加 持 を 待っ て いた の は 何者 か に よる 
銃撃 だ っ た 。 し か し 、 死 の 直前 の 表情 に 後悔 の 念 は な か っ た 。 
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携帯 火 答 


織田 信長 が 鉄砲 隊 に よっ て 武田 勝頼 の 騎馬 隊 を 破 
っ た と いう [長篠 の 戦い ] な ど 、 近 代 以降 の 戦闘 に お け 
る 銃火 器 の 重要 性 を 示す 史実 は 数 多い 。 

銃火 器 の 中 で も 拳銃 は 携行 で きる 最小 火力 で ある 。 
有効 射程 が 短い た め 軍 用 と し て の 価値 は 低い も の の 、 
護身 用 と し て は 十分 な 殺傷 能力 を 持つ 。 また 、 特 殊 
部 隊 な ど が 対人 制圧 に 用 いる こと が 多い 。 

軍事 組織 と し て の 一 面 が 強い NERV で は 、 非 戦闘 
員 で も 銃 の 扱い が 義務 付け られ 、 射撃 訓練 を 行なっ 
て いる 。 秘 葉 レベ ル の 高い 情報 を 扱う 組織 の 性 格 上 、 
テロ 対策 な どの 侵入 者 要 撃 の た め の 予 算 も 組ん で あ 
り 、 携帯 が 許さ れ て いる の は 一 部 の 職員 だ け と 思わ 
れる が 、 実際 に は 多数 の 職員 に 拳銃 が 支給 され て い 
る 。 し か し な が ら 、 本 格 的 に 訓練 され た 軍事 組織 に 適 
うべ くも な く 、 NERV 本 部 の 制圧 を 図る 戦略 自衛 隊 に 
抵抗 し た 結果 、 慣 の 山 を 築く こと と な っ た ……。 
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H&K USP_- 


USP (Universal Self-loading Pistol) は ドイ ツ 
の 銃器 メー カー 「 ヘ ッ ケ ラー& コッ ホ ] 社 製 の 自動 
拳銃 。 ド イツ 軍 が 制式 採用 し て いる 軍用 拳銃 で あ 
り 、 ポ リマ ー フ レー ム に よる 軽量 化 と ポリ ゴナ ル バ 
レル と いう 六角 形 型 バ レル に より 耐久 性 を 高め て い 
る 。 基本 的 に 弾丸 は 9mm パ ラベ ラム を 用 いて いる 
が 、 パ ー ツ 交換 に より 手軽 に .40S & W も 使用 可能 。 

葛城 ミサ ト が USP を 用 いる の は 、 か つて ゲ ヒ ル 
ン の ドイ ツ 支 部 に いた こと が 理由 か も し れ な い 。 


実用 性 の 高い 軍用 、 警 察 用 
の 拳銃 だ が 、 ミ サト は も っ ぱ 
に 使っ て い 
動 を 行なっ 
I 持 リ ョ ウジ と 、 赤木 
こ 使 われ て お り 、 皮肉 


マン スト ッ ピ ング パワ ー( 行 動 
不能 能力 ) の 高い .45ACP 弾 
を 使用 する USP45 を 用 いて 還 
いる と 思わ れる ミサ ト 。 彼女 
の 白 兵 能力 と 相まって 、 戦略 
自衛 隊 の 製 来 に 際 し 、 単 身 
で 3 人 を 瞬く 間 に 居 っ て いる 。 


オー スト リア の 銃器 メー カー 「 グ ロッ ク 」 社 製 の 
自動 拳銃 。 プラ スチ ッ ク 樹 脂 の ポリ マー フレ ー ム を 
用 いて いる た め に 軽量 で 、 内 蔵 式 の 特殊 な 撃 鉄 を 
持つ 。 弾丸 は 9mm パ ラベ ラム を 使用 し 、 ア メリ カ 
の 警官 な ど が 採用 し て いる 実用 性 の 高い 銃 で ある 。 


中 赤き < コロ 


ac 手相 d さ T1 石和 S 敵 炉 S 補 


向 李 選 押 。W と さき 革 叶 古 洒 赴 


まこ な に さい 


還 戦 略 自衛 隊 
量 NERV 

量 葛 城 ミ サト 
量 日 向 マ コト 


を を 向け る リツ コ 。 
する あま り 心 中 を 望む が 、 そ 
彼女 の 持つ 
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| セ フ ィ ロ ー ト の 和樹 


ユダ ヤ 神 秘 主義 カバ ラ に お いて 、「 セ フィ ロー ト ] は 神 が 様々 
な 形 で 顕現 し た も の を 指し 、「 神 性 の 流出 ] と も 呼ば れる 。 
単数 形 は 「 セ フィ ー ラ ー] で 、 光り 輝く 球体 と し て 表現 され 
る 。10 の セ フ ィ ロ ー ト を 22 本 の 小径 (パス ) で 繋ぎ 、 カ バラ 
の 思想 を 体系 化し た シン ボル 図 が 「 生 命 の 樹 ] と も 称 さ れる 
「 セ フィ ロー ト の 樹 」 これ は あら ゆめ る も の の 多様 性 を 表す 
と 共に 、 神 の 創造 し た あら ゆる 存在 の 調和 と 統合 を 示す も 
の と され て いる 。 樹 の 持つ 10 の セ フ ィ ー ラ ー は それ ぞ れ 、 垂 
直方 向 の 「 柱 ]」 と 、 水平 方 向 の 「 世 界 ] に よっ て 決定 され る 
固有 の 属性 を 有 す 。 垂直 方 向 は 中 央 に ある 「 均 衡 の 柱 ]、 右 
側 の 「 慈 悲 の 柱 」、 左側 の 「 色 央 の 柱 ] の 3 本 の 「 柱 」 で 構 
成 され 、 水 平方 向 は 上 か ら 「 ア ツィ ルト (流出 界 )]、「 ベ リ 
アー (創造 界 )]、「 イ エ ツ ィ ラー (形成 界 )]、「 ア ッ シ ャ ー ( 活 
動 界 )] の 4 層 か ら 成 っ て いる 。 樹 の 頂 置 す る の は 、 神 
に 最も 近い と され る 「 ケ テル (王冠 )」。 こ れ は は じ め に 完 
な 無 の 世界 、 ア イン か ら ア イン ・ ソ フ が 、 ア イン ・ ソ フ か ら 
アイ ン ・ ソ フ ・ ア ウル が 生ま れ た の ち 、 ア イン ・ ソ フ ・ ア ウ 
ル か ら 現れ た と され て いる 。 そ の 下 に 配置 され た 「 ホ クマ ー 
( 宮 逢 )] と 「 ビ ピー ナー (理解 )] の ふた つの セ フ ィ ー ラ ー は 、 
神 の 相対 する 思考 を 表現 し て いる 。 そ し て これ 以下 の セ フ ィ 
ー ラ ー は これ ら の 神 の 思考 の も と に 生ま れ た も の で あり 、「 へ 
セ ド (慈悲)]、「 ゲ ヴー ラー (弁別 知 )]、「 テ ィ フェ レト (県 
高 )]、「 ネ ツァ ハ (永遠 )]、「 ホ ー ド (光輝 )]、「 イ ェ ソ ー ド 
(土台 )」 と 続い て いく 。 そ し て その 下 に ある 、 最 下 の セ フィ 
ー ラ ー は 「 マ ルク ー ト (王国 )] で あり 、 こ れ が 人 間 の 住む 
地上 世界 、 物 質 世 界 を 表し て いる と され る 。 ゼ ー レ に よる 人 
類 の 補完 が 実行 され た 際 、EVA シ リー ズ は 8* 機 関 を 解放 し 
て アン チ A.T. フ ィ ー ル ド を 展開 、 空 中 に セ フ ィ ロ ー ト の 樹 の 
図 を 描き 出し た 。 ま た 、 科 ゲン ドウ の 執務 室 の 天井 に も この 
記さ れ て いる の が 見 られ る 。 生命 の 樹 も 参照 。 


初 号機 と 9 機 の EVA シリ 
ら が 小径 で 繋が れる こ 


ズ が それ ぞ れ セ フ ィ ー ラ ー と な り 、 そ れ 
より セ フ ィ ロ ー ト の 樹 が 構成 され た 。 


er 人 間 ら し く 


弐 話 の サブ タイ トル 。 英文 タイ トル 「Dont Be.] は 
て し まえ 」 の 意 。 欧米 で は 親 が 子供 に 対し 言っ て は い 
け な い 言葉 の ひと つと され る 。 


を 認知 で きず 、 人 形 を 
分 の 子 い 込 ん 
いる 母 。 そ れ は アス カ 
っ て 存在 を 否定 され 
等 し いこ と で あっ た 


セ ゼル エル 


突如 と し て 第 3 新 東京 市 東南 に 出現 し た 第 14 の 使徒 。 ほ か 
の 使徒 に は 見 られ な い ほ どの 高い 攻撃 力 と 、 通 常 兵 器 は お 
ろか 、A.T. フ ィ ー ル ド を 中 和 し た 上 で の 攻撃 に よる ダメ ー ジ 


すら 受け る こと の な い 高 い 防御 力 を 持つ 。 駒 人 ケ 岳 防衛 線 を 
容易 に 突破 し た の ち 、 第 3 新 東京 市 に 接近 、 侵入 し た 。 両 眼 
か ら 強 力 な 怪 光線 を 出す こと に より 、 第 3 新 東京 市 の 地上 と 
ジオ フロ ント を 隔て て いる 22 の 装甲 板 の う ち 18 を 瞬時 に 破 
壊 。 そ の 後 の 攻撃 に より 全て の 装甲 板 を 陥落 させ 、 ジ オフ 
ロン ト 内 に 侵入 し た 。 そ こ で EVA 弐号 機 に よる 迎撃 を も の 
と も せ ず 、 折 本 状 に 収納 し て いた 帯状 の 鋭利 な 腕 部 を 展開 
する こと に より 一 瞬 に し て 弐号 機 の 両 腕 、 頭 部 を 切断 。 続 
いて 夫 号 機 が 、n: 爆 弾 に よる コア を 直接 狙っ た 自爆 攻撃 を 
仕掛 ける が 、 こ れ も コ ア を 遮蔽 する こと と に より 防御 し た 。 そ 
の 後 、 障 害 を 全て 排除 し た ゼル エル は NERV 本 部 へ と 侵攻 、 
第 1 発令 所 の 破壊 を 目論む お が 、EVA 初 号機 に より 阻止 され 、 
ジオ フロ ント へ と 後退 。 そ の 後 、 活 動 停止 に 陥っ た 初 号 機 
の 胸部 装甲 板 を 破砕 、 コ ア を 破壊 し よう と する も 初 号 機 が 
再起 動 。 そ の 力 の も と に 為す 術 も な く 捕食 され て 沈黙 し た 。 
な お 、 ゼ ル エ ル は ユダ ヤ 、 キ リス ト 教 神秘 主義 の 伝承 に 見 
られ る 、「 力 ] を 司る 天使 。 ケ ル ヴ ィ エル と も いい 、 フ ィ ヨ 
ン の 著 物 に よる と ペ 人 の 巨人 ゴリ アテ を 倒す た め ダ ヴ 
ィ デ に 使わ され た と も 言わ れる 。 


第 5 使徒 ル が 貫通 に 約 10 時 間 を 要 し た 装甲 板 を 一 瞬 で 破壊 し 
た こと か ら も 、 そ の 攻撃 力 の 高 さ が 宮 え る 。 


| 0001-137-22 


NERV に お ける 碗 シン ジ の コー ドナ ン バ ー。 シ ンジ の 持つ カ 
ー ド 等 に この 番号 が 記さ れ て いる 。 


化 が な か っ た の か 
どう か は 不明 で ある 。 


| 桂 た 


第 3 新 東京 市 市 長 候補 、 高 橋 覗 の 選挙 カー の こと 。 停電 に 
より 連絡 手段 が 失わ れ て いた 第 3 新 東京 市 に お いて 、 日 向 マ 
コト が 第 9 使徒 マト リエ ル の 襲撃 を NERV 本 部 に 伝達 する べ 
く こ の 選挙 カー を 徴用 し た 。 


| 偶然 通り が か っ た 選挙 カ 
ー を 使用 する と いう アイ 
ディ ア に 、 マ コト の 機転 
が 垣間見 える 。 


搭 款 し た 装甲 戦闘 車両 の こと 。 使徒 襲来 の 際 に 駆り 


出さ れ て いる も の の 、 通 常 兵器 に よる 攻撃 で は A.T. フ ィ ー ル ド 
を 破る こと は で き な い た め 、 使 徒 に ダメ ー ジ を 与え る こと は な 
い 。 ま た 、NERV 本 部 施設 直接 占拠 の 隊 に も 戦略 自衛 隊 保 
有 の 戦車 が 何 台 と な く 出 動 し 、 観測 所 等 の 施設 を 破壊 し た 。 


見 渡す 限り 並ん だ 戦車 
も 、 使 徒 に 対し て は 
な 存在 で し か な 
の 後 、 使徒 の 手 に 
自 易 に 全 減 さ せら れ て し まう 。 


| 舌 


特 シン ジ が 4 歳 の と き に 預け られ た 育て の 親 。 シ ンジ か ら は 
「 先 生 」 と 呼ば れ 、 チ ェ ロ は 先生 の 勧め で 始め た も の で ある 。 
巡 ゲン ドウ と の 関係 は 不明 。 


形態 


基本 的 に 使徒 撃退 の た め の 要 塞 都市 と し て 機能 する 第 3 新 東 
京 市 が 、 使 徒 襲来 の 際 な ど に 移行 する 形態 。 こ の 形態 の 際 
に は 、 市 内 中 央 部 の ビル が ジオ フロ オン ト 内 に 収容 され る 
仕組 み に な っ て いる 。 


中 央 ブロ ッ ク 及 び 第 1 一 

[ 識 計 第 7 管区 が ジオ フロ ント 
内 に 収容 され 、 民 間 人 と 
非 戦闘 員 の 所 避 が 行なわ 
れる 仕組 み と な る 。 


| トラ ルド グマ 


NERV 本 部 の 地下 に ある 大 深度 地下 施設 。 ジ オフ ロン ト と 
ター ミナ ルド グマ を 結ぶ メイ ン シ ャ フト と 、 そ の 周辺 の 施設 
か ら な る 。 EVA 各 機 の ケイ ジ 、 発 令 所 な どの NERV の 主要 
な 施設 は 、 全 て この 中 に 位置 し て いる 。 な お 、 分 子 生物 学 
に お ける 「 セ ント ラル ドグマ | と は 、 フ ラン シス ・ ク リッ ク 
が 1958 年 に 提唱 し た 理論 で 、 そ の 内 容 は 、 貴 伝 情報 は DNA 
ーー (複製 ) 一 DNA 一 (転写 ) 一 RNA 一 (翻訳 ) タンパク 
質 の 順に 伝達 され 、 そ の 逆 方 向 に 流れ る こと は な いと 主張 
する も の で ある 。 ち な み に こ の 理論 は 、1970 年 に レト ロウ 
イル ス と いう 逆転 写 酵素 を 持つ RNA ウ イル ス が 発見 され た 
こと に より 修正 され た 。 


最深 部 の エレ ベー ター は DNA を 連想 させ る 螺旋 状 の デザ イン と な っ 
て お り 、 一 般 職員 が 使う も の と は 一 線 を 画す 技術 を 用 いて いる 。 
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戦略 自衛 隊 


日 本 の 国防 省 直 属 の 組織 。 略 称 は 「 戦 自 ]」。 英文 表記 の 場 
合 は [JAPAN STRATEGY SELF DEFENSE FORCE」 で 、 
賠 称 は [JSSDF」 と な る 。 2003 年 、 南沙 諸島 に お いて 発生 
し た 中 国 と ベト ナム の 軍事 衝突 を 機 に 、 日 本 政府 が 固有 の 
軍事 力 を 必要 と 考え 発 史 し た 。 陸 上 、 海 上 、 航 空自 衛 隊 は 
国連 軍 へ と 編入 され て いる が 、 戦 略 自衛隊 の み は 日 本 国政 
府 直属 と な っ て いる 。NERV 本 部 に ある MAGI オ リ ジ ナ ル の 
ハッ キン グ を 断念 し た ゼー レ は 、 こ の 戦略 自衛 隊 (日 本 国 

府 ) を 動か し て NERV 本 部 施設 の 直接 占拠 )、 そ の 
結果 、 一 個 師団 が 第 3 新 東京 市 に 投入 され て いる 。 


戦闘 の プロ で ある 戦略 自衛 隊 の 一 個 師団 を 相手 に 、 軽 い 訓練 程度 に 
し か 戦闘 を 知ら な い NERV 職 員 た ち は 対 抗 する 術 を 持た な か っ た 。 


戦略 自衛 隊 つ くば 技術 研究 本 部 


戦略 自衛 隊 が 、 兵 器 の 研究 や 開発 を 行なう 研究 機関 、 技術 
研究 所 (通称 ・ 戦 自 研 ) の 本 部 。 ヤ シマ 作戦 に お いて 使用 
され た EVA 専用 改造 陽電子 砲 の プロ ト タ イ プ と な っ た 、 試 
作 自 走 陽電子 砲 を 開発 し た 。 


あま り に 突然 で 、 か つ 強 引 な 自 走 陽電子 砲 の 徴用 に 、 戦 自 研 の 次 
任 者 らし き 自 衛 官 は 困り 果て た 様子 で あっ た 。 


| 全 領 域 兵器 マス テマ 


「A.W MASTEMA」。 ゲー ム 「 新 世紀 エヴァ ン ゲ リオ ン 2] に 
登場 する EVA の 装備 の ひと つ 。 使徒 や EVA シリ ー ズ と の 戦 
闘 に 備え て 開発 さも た オー ルレ 応 可能 な マル チ ウェ 
ポン で あり 、 レ ー ル ド シ ャ ー シ 風 の ボディ は 軽量 で 装弾 数 も 
多い 。 ま た 、EVA の よう な オー バー テク ノロ ジー を 使用 せ 
ず 、 既 存 の シス テム を 用 いて いる た め 機 構 が 単 純 で あり 信 
頼 性 が 高い 武器 で ある 。 内蔵 され た 兵器 は 、 プ ログ レッ シ 
ブ ・ ナ イノ フ 同 様 、 超 振動 に より 物体 を 分 子 レベ ル で 切り 裂 
く こ と が 可能 な 近接 用 ブレ ー ド の ほか 、 ガ トリ ング 砲 、 出力 
を 限定 し た ミサ イル が 搭載 され た 兵器 。 な お 、 シ ー ル ド と 
し て も 使用 可能 。 


登場 作品 「 新 世紀 エヴァ ン ゲ リオ ン 2 


の 


EN 


| 総合 警戒 管制 室 


国連 軍 、 府 中 総括 総 隊 司 令 部 の 管制 室 。 旧 熱海 方 面 よ り 上 
陸 す る 第 9 使徒 マト リエ ル を 捕捉 、 反 応 の な い NERV 本 部 を 
許し む お 。 そ の た め 、 航 空 機 か ら の 肉声 に より 使徒 襲来 を 第 3 
新 東京 市 へ 伝え る よう に 指示 を 発し た 。 


府中 総括 総 隊 司 令 部 の 
管制 室 。 旧 熱海 方 面 よ 
り 上 陸 す る 第 9 使徒 マト 
リエ ル を 、 レ ー ダ ー で 捕 
捉 し た 。 


総合 制御 地点 。 


EVAS 号 機 の 起動 実験 を 統括 する 地点 。 松代 に ある 第 2 実験 
場 の 地上 けら れ た 。 第 13 使 徒 バ ルディ エル に よっ て 実 
験 場 は 爆発 、 ク レー ター 状 に な り 、 間 近 に 位置 する 総合 制 
御 地点 に も 相当 の 被害 が 出 て いる 。 エヴァンゲリオン 3 号機 
起動 実験 も 参照 


14 式 大 型 移動 指揮 車 な 
ど 、 情 報 処 理 に 秀 で た 車 
両 が 集まっ て 実験 の 制御 
を 行なっ て いる 。 


| ie 


EVA 操 縦 席 。 エ ント リー プラ グ 内 に ある この 座席 は 操縦 者 
の 身体 に 概ね フィ ッ ト す る よう に 作ら れ て お り 、 左右 に は 、 
操縦 適格 者 の 腕 の 動き と 連動 する コン トロ ー ル ・ レ バー が 
配置 され て いる 。 


通信 用 ウィ ンド ウ の ほか 、 反 組 褒 の 横 に は 各種 モニ ター も 配置 状 
況 に 応じ て . ター に 表示 され る 内 容 も 変化 する 。 


| 
| 総司 令 官公 務 室 


NERV 本 部 内 の 一 施 


古 ゲ ンド ウ が 公務 を 行なう 際 に 使 


用 し て いる 。 広 大 な 室内 に は 、 中 央 に ひと つ 机 が 配置 され 
て いる 以外 に は 家具 や 調度 の 類 は 一 切 排除 され て いる 様子 。 
また 、 天井 に は アタ ナシ ウス ・ キ ル ヒ ャ ー 著 「 エ ジ プ ト の オ 
イデ ィ ブ ス 」 に 収録 され た セ フ ィ ロ ー ト の 樹 が 、 床 に は ロバ 
ー ト ・ フ ラッ ド 著 「 両 宇宙 誌 」 に 収録 され た 宇宙 図 が 描か 
れ て いる 。 


も 置か れ て いな い 部 屋 は 、 公 務 に 向い て いる と は 考 
何故 、 精神 世界 めい た 図画 が 描か れ て いる の か も 
不明 。 主たる ゲン ドウ 同様 、 謎 めい た 部 屋 で ある 。 


双方 向 回 線 


EVA と 操縦 適格 者 の 神経 接続 の 際 、 双 方 向 に 神経 パル ス を 
交流 させ る 機能 を 持つ 回 線 の こと 。 初期 コン タク ト が すべ 
て クリ ア 後 に 開か れる 。 


(0OI999 Oa 


ーー じ 
確 シ ンジ が 初め て EVA 初 号機 に 搭乗 し た 際 は 、 比 較 的 容易 に A" 神 
経 接続 を 行ない 、 双 方 向 回 株 を 開く こと が で きた よう で ある 。 ま 
た 、 そ の 後に シン クロ 率 を 確認 し た スタ ッ フ た ち は そ の 数 値 の 高 さ 
に 驚嘆 し た 。 


| 総務 局 3 課 | 


NERV 本 部 の 部 署 の ひと つ 。EVA の あら ゆる 活動 な ど を 記 
録 する 部 署 と 思わ れる 。 第 7 使徒 イス ラフ ェ ル と の 初戦 に お 
いて 、 ブ ザマ な 姿 を 晒し た EVA を 撮影 し た 。 


分 離し た イス ラフ ェ ル 甲 と と に よっ て 活動 停止 し た 、 EVA 初 号 機 と 
EVA 弐号 機 の 映像 を 記録 し て いる 。 


@GAINAX・ カ ラー/Project Eva. @GAINAX・ カ ラー/EVA 製 作 委 員 会 


タイ ムラ イン シー ト 


THE DAYTOKYO'3STOOD STlL 


imeline Sheet 


ーー 


| HE DAY TOKYO-3 STOOD STILL 


つか の 間 の 

その 朝 、 コ イン ラン ドリ ー で 光 湯 を 終え て 地下 鉄 へ 和 
り 込 ん だ 赤木 リツ コ ら は 、 出勤 途中 の 冬 月 コウ ゾウ と ば 
つた り 出 くわ し た 。 冬 月 は ゲン ドウ に 雑務 を 押し 付け ら 
れ て ば か り だ と 言い 、「MAGI が いな か っ た ら お 手 上 げ だ 
よ 」 と こぼす 。 赤木 ナオ コ 博 士 の 開発 し た 第 7 世代 コン 
ピュ ー タ MAGI は 、 NERV 本 部 の 統括 管理 だ け で な く 、 
第 3 新 東京 市 の 市 政 すら 担っ て いる の だ 。「 ま さ に 科学 万 
能 の 時 代 で すね 」 マ ヤ が 感じ 入っ た よ 


ト は わざ と 「 閉 」 ボ タン を 押し た う 
冷た い ミ サト で ある 。 


ト と 加持 リョ ウジ が 遭遇 し て い 
打ち し て みせ る 。 相 変わ ら ず 加 お 


府中 


UN 軍 の 管制 所 に 、 正体 不明 の 物体 が 旧 苦 海 方 面 へ 
向け て 進行 中 と の 報 が 入っ た 。 将校 た ち は それ が 新た 
な 使徒 だ と 知り し つつ も 、 一 様 に し ら け た 態度 を 取る 。 
「 ま 、 俺 た ち に で きる こと は な に も な いさ 」 
た 言葉 に は NERV に 対す る 反感 が あっ た 。 
土 に 上 陸 し 、 第 3 新 東京 市 へ 向かい だ し 
何 の 動 きも な いと 知る と 、 さす が の 彼ら も 焦り を 生じ は 
じ め た 』「 一 体 、 NERV の 連中 は 何 を や っ と る ん だ !?」 


肖 生 SWSti 王 ら 恒 藤 。 図 
ボ 対 席 さ さ 叶 圧 で 慎 一 wi 中 


絶 合成 管 人 


本 土 に 上 陸 を 果たし 、 第 3 新 東京 市 を 目指 し て 侵攻 し て いく 第 9 使徒 の 姿 を 、 モ ニタ ー で 皮 め る UN 宣 
外部 と の 連絡 手段 が 途絶 えた NERV ス タッ フ た ち は 、 外界 で そん な こと が 起き て いる と は 知る 由 も な 
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の 原因 は 人 為 B 


は 冷静 に 推測 を 


の 面接 が ある こと 
の だ 。 と ころ が 「 
話す る な 」 そ 
の と 同時 に 
リ と 切れ て し 


異変 は 突然 に 起こ っ 。 NERV 本 部 へ の 電力 供給 が ふい に す 
べ て 断 た れ て し まっ た の だ 。 生き 残っ て いる 回 線 は わずか 1.2% 
の み 。 焦 る 冬 月 が 「 生 き 残 っ て いる 電源 は すべ て セン トラ ルド グ 
マ て と MAGI の 維持 に 回 せ ! 」 と 命じ る 。 正 、 副 、 予 備 の 3 回 線 が 
同時 に 落ち る こと な ど 通常 
で は 考え られ ず 、 ゲン ドウ 
だ 
「 や は り 、 ブレ ー カ ー は 「 落 
ち た 」 と いう より 、[ 落 と され 
た 」 と 考え る べき だ な 」 


cet で き 層 本 在 滞 党 マ テキ 


視 さ き ゆ 生 隊 c 革 ロー ター> で H 
「 詩 き Sruxu ん dt 用 油 流 装着 


と 洋 き 
生出 さこ せい 誌 芋 帰 油 


Tr 
は に を) 


el 


| 
に に いよ: 


人 @NERV 本 部 


か か っ て いた 。 や が て 本 部 
の 無人 ゲー ト に 到着 し た 彼 
ら は ID カー ド を カー ドリ ー 
ダー に 通す が 何 の 反 応 も 
な い 。「 壊 れ て ん じゃ な い 
の 、 コレ ー!?」 ア スカ の 声 
が ゲー ト に 妖 き 渡っ た 。 


無 反応 の ゲー ト に 
思わ ず カ ー ド を 見 
る シン ジ と レイ 。 


レイ を 押し の け て アス 
カ も 試し て みる が 、 む 
ろ ん 反応 は な く 、 途方 


@NERV 本 部 


 @NERV 本 部 


関連 施設 に 通じ る ドア が 開く か 試し て まわ る シン ジ 
た ち だ っ た が 、 や は り ど こも 反応 が な い 。 な ら ば 本 部 
へ 直接 連絡 を 取 ろ うと する が 、 有線 の 非常 回 線 すら 
通じ な い 。 昔 立 つ ア スカ に 対し て 、 レイ は 冷静 に 緊急 
マニ ュ ア ルカ ー ド を 取り 出し た 。 この カー ド に は 緊急 
事態 が 起き た と き の 対処 法 が 書か が れ て いる の だ 。 と 
も か く 本 部 に 向かお うと いう こと に な り 、 3 人 は 


第 7 ルー ト に 入っ て いっ た 。 


記 語 「 と の 施設 も 動か な い 。 お 
か し いわ | つぶ や く レ イ に ア 
スカ が 問う 。「 下 で 何 か あっ 


依然 、 連絡 が 取れ な い NERV に 困惑 し た UN 軍 は 、 
セス ナ 機 を 第 3 新 東京 市 へ 向かわ せる こと に し た 。 ち 
よう ど 市 街 地 へ 出 て いた 日 向 マ コト は 、 セス ナ か ら の 
使徒 接近 の アナ ウン ス を 耳 に し て 青ざめ る 。「 急 いで 
本 部 へ 知ら せな きゃ 。…… で も 、 どう や っ て ? 」 慌 て 
る 日 向 だ っ た が 、 一 台 の 選挙 カー が 近づい て くる の が 
目 に 入っ た 。 そし て 強引 に 選挙 カー を 接収 し た 日 向 
は 、 一 路 、 NERV 本 部 を 目指 し は じ め る 。 


まり で す よ !?] 泣 き 
う ウ グイ ス 嬢 に 「 ぃ 
な ん せ 非 


る 一 と 見 せ て 
の パケ ツ に 足 を 浸し て いた 


今回 の 停電 は 本 部 施設 の 構造 調査 を 目的 と し て 起 
こさ れ た も の だ と ゲン ドウ は 推測 し 、 リ ツ コ は ダミ ー プ 
ログ ラム を も っ て それ を 阻む こと に する 。 一 方 、 ジ 
た ち は 痢 の な か を 延々 と 歩い て いた 。 つ し 
始め た シン ジ と アス カ を レイ が 制す る 。「 黙 っ て …… 
の 声 よ ] 彼 ら が 耳 に し た の は 、 選挙 カー で 走り な が ら 使 
徒 接近 を 告げ る 日 向 の 声 だ っ た 。「 時 間 が 惜しい わ 。 近 
道 し ま し ょ う 」 そ う 言 っ て レイ は 、 通 気 口 を 指し 示し た 。 


間 だ よ 」 ゲ ンド ウ の 言 
べ も な か っ た 。 


遠く か ら か すか に 聞こ えて き 
た 日 向 の アナ ウン ス 。「 使 徒 
接近 ? 」 と ん で も な い 言 葉 を 
耳 に し て 、 シン ジ た ち は 請 色 
を 変え る 。 
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ヒト の 力 に よ 

日 向 の 選挙 カー が 発令 所 に 飛び 込ん で き 
た 。「 現 在 、 使徒 接近 中 ! た だ ち に EVA 発 進 
の 要 あ り と 認 お !] そ の 報告 受け た ゲン ドウ 
は 冬 月 に 発令 所 を 任せ 、 格納 庫 へ と 向かう 。 
EVA の 起動 準備 を ヒト の 手 で 行 な お うと いう 


使徒 の 姿 を 間近 アス カ は 平 

通気 口 を 進む 途中 、 シン ジ が ふと 口 に し た 。 使徒 っ て 何 な の 
か な ? 」 なぜ 人 類 は 使徒 と 戦わ ね ば な ら な い の か と 考え る シン 
ジ を 、 降 りか か る 火の粉 は 払う の が 当たり 前 だ と バカ に する ア 
スカ 。 や が て 3 人 は 分 か れ 道 に 出 た 。 ア スカ は 自分 が リー ダー 
だ か ら と 強引 に 行き 先 を 決め る が 、 道 は 次 第 に 上 り 坂 に な っ て 


涼 中 弄 多 


に 


いく 。 そし て 非常 口 か ら 顔 を 出し た アス カ が 目 に し た の は 、 真昼 


の 第 3 新 東京 市 と そこ を 進む 
使徒 の 姿 だ っ た 。 


の 稀 問 は 、 す ぐ さま 
アス カ に 一 刀 両 断 に さ 
れ て し まっ た 。 


A.D.2015 


の し / 


* 7 1 4 本 脚 の 第 9 使 
な く 口 徒 。 昆虫 の よう な 
6 外観 だ が 、 胴体 下 
部 に は 目 の よ うな 紋 
様 が 配 され て いる 。 


。 の ぼ 選 パン きせ めす 


に に に | 
7 可 融 押 旨 Sor 司 ラテ ー さ 


0 きす HTT 
。 層 玖 題 選 褒 次 


に に RT = 


の だ 。 パイ ロッ ト も いな い 状 態 で 、 と 作業 員 
は 戸惑う が 、 リツ コ だ け は 「 大 丈夫 。 あの 子 た 
ち は 必 ず 来 る わ 」 と 請け 負っ て みせ た 。 )、 
一 日 頃 は 司令 席 に MS 
座 し て いる ゲン ドウ も 、 
この 時 は 率先 し て 作 
業 に 赴 い た 。 


拡声 器 か ら 大 音量 で 非 
常 事態 が 告げ ら 

ゲン ドウ は 即座 

の 起動 準備 を 命じ た 。 


つい に 本 部 施設 の 直上 へ 到達 し た 使徒 は 、 強力 な 
溶解 液 を た らし は じ め た 。 そ の 真下 に は EVA の 昇る 
縦 穴 が ある 。 先頭 を 進ん で いた 弐号 機 は 溶解 液 の 直 
撃 を 受け 、 零 号機 を 巻き 込ん で 落下 。 一 番 下 の 初 号 
機 が 手足 で ブレーキ を か け 、 な ん と か 底 へ の 激突 だ け 
は 免れ た も の の 、 パレ ッ ト ラ イフ ル を 落と し て し まっ 
た 。 や む お な く 横 穴 に 退避 し た 3 人 は 、 使徒 が 本 部 へ 直 
接 侵入 する 気 だ と 気づき 、 AA 


溶解 液 の 雨 を さけ な が 
上 へ 向かう の は 無理 と いう 
も の 。 さら に 電力 供給 を 受 
けら れ な い EVA に は 活動 限 
界 時 間 が 迫り つつ 
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アス カ が 作戦 を 思い つい た 。 1 機 が 防御 担当 と な 
り 、 疫 の A.T. フ ィ ー ル ド を 中 和 し つつ 、 溶解 液 か ら 攻 
撃 担当 を 守る 。 1 提 は 穴 底 に 落ち た ライ フル を 回 収 
し 、 攻撃 役 に 渡す 。 そ し て 攻撃 役 が 使徒 を 一 斉 射撃 
する と いう も の だ 。 さら に アス カ は 、 
役 は 自分 が や る と 申し 出 た 。「 あ ん た 
を 返し と か な いと 、 気持 ち 悪 いか ら ね 」 そ う 言 っ て ア 
スカ は シン ジ に 不 敵 な 笑み を 見 せ た 。 


これ は 彼女 な り の 礼 で あり 、 
意地 な の だ 。 
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EVA 
EVAS 機 


人 
[Gehen! 」 ア スカ が 号令 を 出す と 同時 に 、 
まず 弐号 機 が 縦 穴 へ と 飛び 出し た 。 四肢 を 壁 
面 に 突っ 張り 、 身体 全体 で 溶解 液 を 受け 止 
め る 弐号 機 。 一 方 、 底 へ 降り 立っ た 零 号機 は 
ライ フル を 放り 投げ 、 それ を 初 号機 が つか む 。 
シン ジ が 叫ぶ 。「 ア スカ 、 避け て !」 弐 号機 が 
飛び の いた 直後 、 ラ イフ ル か ら 放 た れ た 銃弾 
が 雨 あら れ と 使徒 に 浴び せら れ た 。 
解 液 を 浴び た 
式 号 機 は 、 機 体 を 溶 
か され な が ら も 仲間 
を 守り 抜い た 


に! 


き 軍 惜 較 僅 . 工 ゅ P< こ m 
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まる で 道 が わか る か の よう に 通路 を 進む レイ に 
ず ア スカ が 絡み 出し た 。「 あ ん た 、 碗 司令 の お 気に入り な ん 
で すっ て ね 。 ひい き に され て る か ら っ て ナメ な いで よ ! 」 だ が 
レイ の 平静 な 態度 は 崩れ な い 。 や が て 行き 止ま り に , 
人 は 別 の 通気 口 に 潜り 込ん だ が 、 ちょ っ と し た こと で 起 っ た 
アス カ が 蹴り 飛ば し た 拍子 で 足元 が 崩れ て し まう 。 
と ころ が 、 幸運 に も 落ち た 先 は EVA の 格納 庫 だ っ た 。 


「 な め て な ん か いな いわ 。 それ 
に ひい きも され て な い 自 
分 で わか る も の 」] 執 抽 に 絡ん 
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パイ ロッ ト を 乗せ た エン トリ ー プ ラグ が EVA に 挿入 され 、 
すべ て の 準備 は 整っ た 。 ゲン ドウ が 即座 に 発進 命令 を 下 
す 。「 各 機 、 実力 で 拘束 具 を 強制 除去 。 出撃 し ろ ! 」 待っ て 
まし た と ば か り に 拘束 具 を 引き ちぎ る 3 機 の EVA。 だ が 、 電 
力 の 落ち て いる 状態 で は 射出 用 カタ バルト も 当然 な が ら 動 
か な い 。 シン ジ た ち は 射出 口 の 壁 に EVA の 手足 を 突っ 張 
ら せ 、 長い 縦 穴 を 地上 へ 向かっ て 登っ て いく こと に し た 。 


手 両足 を 使っ て ロ 
ッ ク ク ライ ミン グ の 要領 で 射出 
口 を 登っ て いっ た 。 
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縦 穴 の 上 に 無防備 に 体 を さら し て いた 使徒 を 、 無数 の 劣 
化 ウラ ン 弾 が 買 通 し て いく 。 溶解 液 を た ら す た め に A.T. フ 
イー ルド を 展開 し て いな か っ た 使徒 は あっ さり と コア を 撃ち 
抜か れ 、 更 音 と 共に 地面 に 崩れ 落ち た 。 一 方 、 弐 号機 は 
縦 穴 を 落ち 、 ま た も 初 号 機 と 折り 重なる 羽目 に 。 だ が 使徒 
ご 。「 こ れ で 借り は 返し た わ よ ] 満足 そ 


二 蘭 号 敵 り 


3 NAT 敵 回 
ヤー 末 ご 壮 閣 久 靖 Nu 福 a き i 一 w タ ペー 


使徒 の 身体 を 綱 い た 銃 江 の 
雨 。 細 い 脚 を が っ くり と 折り 、 
| た ま ら ず 使徒 は 倒れ 伏し た 。 こ 

うし て EVA3 機 に よる 初 の 連携 
作戦 は 成功 に 終わ っ た 。 


が 弐 牙 こ 器 No サ せ 避 語 語 当 
ふ 


エレ ベー ター か ら の 脱出 を 
る ミサ ト と 加持 は 、 電力 回 復 
の 拍子 に も つれ あい 、 それ を 
リッ コ 撃 され 
ケツ 」 と つぶ や く マ ヤ 。 


四 当 は か 蘭 RNNMIt 


侵 合 溶 溶 よ 提 ア 連 
1 ni 
> 開 N で 4 横 3 4 の > 戦 
"| 
V り 退 深 0 
本 | 選 解 由 6 
部 ツ 液 を 
へ タ を 
の 1 
を 


ri 菩 ウ と < こ m 


戦い が 終わ り 、 シン ジ た ち は 闇 に 沈む 第 3 新 東京 市 と 空 
を 眺め て いた 。 灯り が な いと 人 が 住ん で いる 感じ が し な い 

言う アス カ 。「 人 は 闇 を 恐れ 、 火 を 使い 、 痢 を 削っ て 生き 
て きた わ 」 つぶ や く レ イ 。「 だ か ら 人 間 っ て 特別 な 生き 物 な 
の か な 。 だ か ら 使 徒 は 攻め て くる の か な ? 」 シ ンジ が 疑問 を 
口 に する が 、「 あ ん た バ パカ? そん な の 、 わ か る わけ な いじ 
ゃ ん 」 と アス カ に 軽く 笑い 飛ば され て し まう の だ っ た 。 


地面 に 寝 転 が る 3 人 の 前 で 、 
た 都市 の 灯り 
り は じ め た 。「 ホ ラ 、 
こっ ちの ほう が 落ち 着く も の 」 


喧嘩 も し た が 、 旋 を 併せ て 間 
を 潜り 抜け た 3 人 は 戦い を 勝 
ち 抜い た 。 他愛 な い 会 話 を 交 
わす こん な 時 間 が 、 その 褒美 
な の か も し れ な い 。 


上 る る 
12 6 2 ^ 
上 
成 
の 
人 
攻 
理 
由 
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NERV 本 部 へ の 使徒 侵入 と 、 
それ に 対抗 し た NERV ス タッ フ 
3 EET 

使徒 の NERV 本 部 へ の 侵入 と MAGI に 対す る ハッ 
キン グ 、 そし て 本 部 の 自爆 未遂 と い 連 の 事件 
は 、 第 11 使 徒 (後に イロ ウル と 呼称 ) に よっ て 引き 
起こ され た も の で ある 。 本 事件 は 、 使徒 と の 戦闘 
が 通常 の 「EVA 対 使徒 」 と いう 構図 で は な か っ た こ 
と 、 そし て 事件 その も の が 公式 に 記録 され て いな い 
な ど 、 極め て 特殊 な 事例 と な っ て いる 。 また 、 今回 
の 事件 の 特異 性 を 表す も う ひ と つの 要素 と し て 、 第 
11 使 徒 の 挙げ られ る 。 

これ まで の 使徒 が EVA と 同等 か それ 以上 の サイ 
ズ を 持っ て いた こと に 対し 、 第 11 使 徒 は 細菌 サイ 
ズ と いう 肉眼 で は 判別 で き な い ほど 極小 の 使徒 で 
あっ た 。 その サイ ズ の た めか 、 使徒 は 直接 的 な 攻撃 
力 は 持た な か っ た が 、 本 部 コン ピュ ー タ 、 そし て MA 
GI へ の ハッ キン グ と いう 誰 も 考え も し な か っ た 攻撃 
を 行なっ た の で ある 。 


HE ELEVENTH ANGEL YROUL ANNIHILATION BATTLE 


NERV も 焦り の 色 を 隠せ な か っ た 。 

に こ 苦慮 する NERV の スタ ッ フ の 目 の 前 で 、 使徒 

| は MAGI へ の ハッ キン グ を 開始 。 MAGI を 構成 する 

|]3 基 の スー パー コン ピュ ー タ の うち の 1 基 、「 メ ルキ オ 

ー ル 」 を 再 プ ログ ラム する と 、 自 律 自 燥 を 提訴 し た 。 

残る 2 基 が これ を 否決 する と 、 使徒 は 「 バ ル タ ザ ー 

ル 」 へ の ハッ キン グ を 実施 。 この 状況 に 赤木 博士 は 

IMAGI の ロジ ッ ク モ ー ド を 変更 し て 対応 、 時 間 稼 ぎ 

| を 行なっ て いる 。 この 時 間 を 利用 し て 行なわ れ た 作 

議 に お いて 、 使徒 が 細菌 サイ ズ の マイ クロ マシ 

ある こと 、 そし て 、 それ ら が 集合 する こと で 知能 

回 路 を 形成 、 自 ら の 置か れ た 環境 に 対応 する た め 

に 進化 し て いる と 推測 され た 。 進化 ] と いう これ ま 

で に な し 持つ 使徒 赤木 博士 は 残さ 

を 使用 し た 逆 ハ ッ キ ング を 提案 す 

の 進化 を 促進 し 、 自 減 させ る と いう 

め て 短 時 間 で 立案 、 準備 され た 

、 赤木 博士 の 目論見 は 成功 し 、 
自律 自爆 も 解除 され 


第 11 使 徒 戦 の お お よそ の 流れ は 上 述 の 通り で あ 
る 。 し か し 、 本 事件 は その 直前 に 行なわ れ て いた 実 
験 や 使徒 の 侵入 経路 、 そ し て そこ か ら 判 明 す る 
NERV 本 部 の 構造 な ど 、 いく つか の 興味 深い 点 が 見 
受け られ る 。 換言 すれ ば 、 本 件 に 関す る 事象 を 全 
て 見 て いく こと で 、 NERV の 実態 が より 深く 理解 で 
きる と も いえ る 。 また 、 逆 ハ ッ キ ング に より 使徒 に 
進化 、 そ し て 自 減 を 促し た 手法 は 、 これ まで の 対 合 
徒 戦 か ら 見 て も 特殊 な こと で あり 、「 人 間 」 が 使徒 を 
撃破 し た 唯一 の 事例 と し て も 記録 に 値する 。 次 項 
より 、 直 前 に 行なわ れ て いた オー ト パ イ ロ ッ ト 実 験 、 


| | | | ee WAITITIEIRIS 


第 1 使徒 イロ ウル 柚 欄 極小 サイ ズ の 使徒 。 
ハー モニ クス 実験 

マイ クロ マシ ン 

NERV 

IMAGI 
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オー ト パ イ ロ ッ ト 実 験 が 行なわ れる 当日 、 NERV 本 
部 で は スー パー コン ピュ ー タ 「MAGI] の 第 127 次 定 
期 検診 が 赤木 博士 の 指揮 の 下 、 技術 科 ス タッ フ の 
手 に よっ て 行なわ れ た 。 検診 は 定期 的 な も の で あっ 
た が 、 オー トバ パイロット 実験 に 備え た も の と も 考え ら 
れる 。 また 、 検診 中 は MAGI シ ステ ム が 停止 し て いた 
た め 、 3 体 の EVA の アポ トー シス 作業 (詳し い 作業 内 
容 は 不明 ) は シス テム 再開 後に 行なわ れる こと が 決 
定 し て いた 。 

その 後 、 実施 され た オー ト パ イ ロ ッ ト 実 験 に お い 
て 、 3 人 の EVA 操縦 者 は 17 回 も の 身体 の クリ ー ニ ン 
グ 作 業 を 行なっ て いる 。 これ は 実験 区 域 、 も し く は 
シミ ュ レ ーション プラ グ 内 が 超 ク リー ン ル ー ム で ある 
こと が 理由 で あっ た 。 


作業 の 後 、 全 裸 で シ 
ショ ンプ ラグ に 搭乗 
する よう 指示 され た 。 


操縦 者 と EVA を 繋ぐ 、 プラ グ ス ー ツ 
プラ グ ス ー ツ と は 、 操縦 者 が EVA に 搭乗 する 際 に 

着用 する 戦闘 服 で ある 。 多様 な 機能 を 有 し て お り 、 

反 給 者 に と っ て な く で は な ら な いも の と も いえ る 。 


EVA と の 神経 接続 
の 補助 や 操縦 者 の 生 
命 維 持 な どの 機能 を 
持つ 。 また 、 戦闘 モ 
ー ド と 生命 維持 モー 
ド の ふた つ に 切り 替 
え が 可 能 。 生命 維持 
モー ド で は 16 時 間 の 
生存 が 可能 と され る 。 | 
耐熱 用 の スー ツ も 開 
発 され て いる 。 


デザ イ 
体 に 張り 付く よう な 
シル エッ ト が 特徴 。 左 
腕 の スイ ッ チ で 、 操 継 
者 の 体型 に 合わ せ で て 
収縮 する 。 男性 用 と 
女性 用 > 

違い が 見 られ る が 、 機 
能 は 同じ で ある 。 スー 
ツ の 色 は 操縦 者 に よ 
っ て 異な っ て いる 。 


還 オ ー ト パイ ロッ ト 実 験 の 
目的 と 成果 

オー ト パ イ ロッ ト 実 験 は 、 EVA 操 終 者 が プラ 
グ ス ー ツ の 補助 を 受け る こと な く 、 EVA と の 神 
経 接続 と 一 定 の シン クロ 値 の 持続 が 可能 か を 
検証 する た め の 実 験 で あっ た 。 その た め 、 実験 
場所 も 通常 の 実験 場 で は な く 、 セン トラ ルド グ 
マ 内 に ある [プリ フ ノ ー ボ ックス 」 で 実施 され た 


旧 神 経 接続 と シン クロ 率 の 維持 

実験 と は いえ 、 プ ラグ スー ツ 
を 着用 せ ず に EVA( 実 験 の た め 
模擬 体 ) に エン トリ ー し 操 弥 
者 た ちほ は 、 一 様 に 違 和 | 
て いる 。 し か し 、 神 経 接続 や シ 
ンク ロ 率 の 維持 に は 問題 は な 
く 、 デ ー タ の 収集 が 行なわ れ て 
いる 。 


孤 RYRERFRSRRTWI 
i 


オー ト パ イ ロ ッ ト 実 験 で は 、 操 
縦 者 の 神経 接続 時 の シン クロ 
率 等 の デー タ が 収集 され て い 
る 。 通常 の 実験 に お いて も こう 
し た デー タ は 収集 され 、 
行なわ れる が 、 今 回 の 実験 は 時 
期 的 に 考え て ダミ ー プ ラグ 開発 
に 用 いら れ た 可能 性 が 高い 。 


ペル の 向上 に よる 新規 
デー タ 収 集 が 目的 と され た 。 


BALTHASAR'2 
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遠隔 近 縦 


請 実験 時 に お ける 異常 発見 と 、 各 所 へ の 伝達 


プリ フ ノ ー ボ ックス で オー ト パ イ ロット 実 験 が 
行なわ れ て いる 最 中 、 発令 所 で は 第 87 タ ン パ 
ク 璧 に 変質 が 確認 され て いた 。 ここ は NERV 
本 部 の B 棟 に あり 、 第 3 使徒 が 出現 し た 
事 が 行なわ れ た 区 域 で も あっ た 。 その た め 、 
期 の 短編 に よる 建材 の 工作 精度 の 低下 が 理 
由 と 思わ れ た 。 タン パク 壁 の 異常 は 、 プ リブ ノ 
ー ポ ックス に も 伝え られ て いる 。 


馬 発 令 所 
NERV 本 部 の 中 枢 と も いえ る 
施設 。 第 87 タ ン パ ク 壁 の 異常 を 
発見 、 大 深度 施設 に 伝え た よう 
に 、 施設 全体 の 管理 な ども ここ 
で 行なわ れ で いる 。 
違 セ ント ラル ドグマ 
ネル フ 本 部 内 の 大 深度 施設 
で 、「 中 央 大 垂直 溝 」 と も 言わ れ 
る 。 オー トバ パイロット 実験 が 行 な 
われ た 「 プ リフ ノー ボッ クス ] もこ 
こ に 設置 され て いる 。 


回 プリ プ ノ ー ボ ックス 
大 深度 施設 に 置か れ た 実験 

施設 の ひと つ 。 模擬 体 が 置か れ 

て お り 、 オ ー AL 


ルド グマ と ここ の 間 に あ る シグ マ 
ユニ ッ ト A フ ロア D-17 区 域 に 設 
置 さ れ て いる 。 


廃棄 され て いる 。 


第 87 タ ン パ ク 壁 は 、 
実験 が 行なわ れ て い 
る 「 プ リフ ノー ボッ ク 


る 。 和信 E 
か っ た た め 、 実 験 は 
継続 され て いる 。 


HmW 層 同朋 人 半 思 貼 S と NiO> ミ 
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第 87 タ ン パ ク 壁 一 一 へ 
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a 』「 人 間 」 に よる 使徒 と の 戦い pe 
侵食 を 続け る 使徒 は 、 遂に MAGI を ハッ キン - を F 憎 点 と 見 な され て いた 
オー ト パ イ ロ ッ ト 実 験 が 進む 中 、 突如 、 警戒 警報 グ し た 。 使徒 は メル キオ ー ル を 再 プ ログ ラム す E = 
二 る と 自律 自爆 を 提訴 、 そ れ が 否決 され る と バル 
が 発令 され た 。 これ は 変質 が 確認 され て いた 第 87 タ タ ザ ー ル に 対し 、 ハ ッ キ ング を 開始 し た 。 EVA a = 
ン パ ク 壁 の 劣化 が 原因 と 考え られ た 。 し か し 、 汚染 と いう 対 合 徒 戦 唯一 の 戦力 を 行使 で き な い - 遂に は MAGI へ と アク 


NERV は 、 か つて な い ほ どの 危機 に 陥っ た 。 = セス し た 。 
部 の 発熱 、 周 辺 区 域 で の 異常 発生 な どの 事態 が 併 
TACTICS SHEE 

発 、 こ の 事態 に 対し 、 赤木 博士 は 実験 の 中 断 を 命令 5 5 = 
し て いる 。 また 、 拡大 する 侵食 に 対し 、 レ ー ザ ー に 1 使徒 の 生態 の 特定 と 対策 

時 59 に の 使徒 が オゾン を 系 て いる と 考え た 
よる 除去 が 試み られ る が 、 汚染 部 が 発し た A.T. フ ィ 赤木 博士 は 、 オゾン の 注入 を 開始 。 一 上 
よっ て 防御 され て いる 。 さら に 試験 中 の 模 的 に 使徒 の 活動 を 低下 させ る こと に 成功 
し た 。 し か し 、 オゾン へ の 耐性 を 身 に 付け 


3 使徒 は 増殖 し た だ け で は 


電子 回 路 の それ を 思わ 


I た 便 古 は その 後 、 爆発 的 に 日 殖 し 始め た 。 る も の で あっ た 。 
ラグ は 強制 射出 され で いる 。 に = に = 

侵食 が 使徒 に よっ て 引き 起こ され た こと を 察知 し 2 使徒 、 ハ ッ キン グ を 開始 
た NERV は 、 プリ ブ ノ ー ボ ックス を 破棄 する と EVA を NERV の サ プ コ ンピュータ が 突如 ハッ キ 
射出 、 さ ら に シグ マユ ニッ ト 以 下 の セ ント ラル ドグマ 2 ド 、 つ NR 
を 閉鎖 する な どの 対応 を 行なっ た 。 し か し 、 増大 し SR OE 
続け る 使徒 に 対し て は 、 応急 的 な 手法 で あり 、 EVA な へ の アク セス を 試み た 。 


な し で の 残 滅法 も 未だ 考案 され て いな か っ た 。 = 
3 MAGI、 使徒 に ハッ キン グ さ れる 
使徒 に よる ハッ キン グ が 行なわ れる 中 、 

衛 司 令 は 1/0 シス テム (電源 ) を シャ ッ ト ダ 

LAGI へ の アク セス を 阻止 し ょ 

sb これ も 失敗 、 遂に メル キ 

キン グ さ れ た 。 


還 メル キオ ー ル を 乗っ取っ 
使徒 は 自律 自爆 を 提 
れ が 耕 決 さ れる と 、 
バル タ ザ ー ル へ の ハッ キ 
田 ング を 開始 し た 。 


MAGI シ ステ ム 


NERV 本 部 に 設置 され た スー パー コン ピュ ー タ 、「MA 


赤木 博士 の 作戦 は この 
階 で は 唯一 の 対応 策 
で は あっ た が 、 残 され た 


ュー タ で ある 。「 人 格 移植 OS] と も 呼ば れる この シ し た NERV は 使徒 へ の 対応 
ステ ム は 、 EVA の 操 継 に も 利用 され て いる 。 葛城 三佐 か ら は 「MAGI の 物理 | 


提案 され る が 、 赤木 博 れ を 拒否 、 使 時 間 は わずか 2 時 間 し か 
@ 機 能 と 役割 徒 の 特性 を 利用 し た 残 法 を 提案 し た 。 さか っ た 。 
口 各種 試 険 の 補助 
オー ト パ イ ロ ッ ト 実 験 な ど 、 5582 
EVA に 関す る あら ゆる 実験 5 作戦 の 開始  . 
は MAGI の サポ ー ト の 下 に 行 作戦 の 発動 に 伴い 、NERYV i a 
演 級 勤務 者 の 退去 命令 が 出さ れ た 人 
カス パー で 対 使徒 用 の 自 で ある 赤木 ナオ コ 博 士 が 
助 な し に 、 実験 3 2 ム の 準備 が 行なわ れ た 。 科大 重 の メモ ゲ が あ っ 


施す る こと は 困難 で ある 。 た 。 


口 本 部 の メイ ンコ ンピュータ ーー = EE 

MAGI は NERV 本 部 の メ ジ 6 1 秒 前 の 接 利 
Nn 赤木 博士 た ち が 准 備 を 行なう 中 、 秀 に 
2 バル タ ザ ー ル が ハッ キン グ き れ 、 自 人 自爆 
A が 決議 きれ た 。 カス パー が 乗っ 取ら れる 直 
RE 前 、 自 引 促 進 ブ ログ ラム が 送り 込ま れ 、 便 
徒 は 自 減 し た 。 自爆 の 1 秒 


使徒 の 践 減 に 成功 、 自 律 
自爆 は 解除 され 、 MAGI 
も 元 の 状態 に 復帰 し た 。 


MAGI の 管理 下 る と い 
っ て も “は な い 。 


口 第 3 新 東京 市 の 市 政 
ジオ フロ ント 直上 に ある 上 
第 3 新 東京 市 の 市 政 も 実 ョ 赤木 博士 の 戦略 一 一 逆 ハ ッ キ ング に よる 自 減 の 促進 


質 的 に MAGI が : 


9 え ぇ 3 MAGI 
市 政 な ど は MAGI が 取り 決 と 
めで いる と 見 られ る 。 う 防 る 
還る 
の 拓 BALTHASAR:2 
剣 効い 3 
の で に カ 
あぁ 生 使 自 
られ た = 
ED nta 計 
RC 、 人 格 移植 OS の 実験 台 る G す 
り 、 3 合 の コン ピュ ー Eg 1 了 進 
タ に 自ら の 異な る 9 つの 橋 ら 5 すぎ だ 使徒 は 自 小 
人 格 を 移植 し た 。 も 共に 


タク ティ タク 


actics Sheet 


第 11 使 徒 戦 の 戦 訓 と 特例 
この 第 11 合 人 絆 は と れ ま で の 対 休戦 の 中 で も 時 
例 の 戦い で あっ た 。 し か し 、 特例 と も いえ る 今回 の 戦闘 
に も 今後 の 課題 と な る べき も の が あり 、 それ を 活か すこ 
と で 多角 的 な 対 使徒 戦 の 情 開 が 可能 と な る は ず で ある a 


① 使徒 の 多様 性 の 再 確認 

第 11 使 徒 は 、 細菌 サ イズ と いう 肉眼 で も 確認 で き な 
い ほ ど 極 小 の 使徒 で あっ た 。 と れ ま で と は 全く 異な る サ 
イズ と 集団 で 個 を な す と いう 特性 は 、 今 まで に な い 形 
態 と いえ よう 。 


EVA に よる 物理 的 な 残 減 も 不可 能 に 近い サイ ズ の た め 、 新 
た な 戦術 が 必要 と な る 。 


@ EVA 非 運用 時 に お ける 方 針 の 確立 

今回 の 使徒 戦 で は 、EVA は 使徒 の 侵食 を 避け る た 
め 、 ケイ ジ か ら 射 出さ れ て いる 。 極め て 希 な ケー ス と は 
いえ 、 EVA の いな い 状 態 で の 対 使徒 戦 に お ける 方 針 の 
確立 も 必要 と 考え られ る 。 
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知ら ちら され な か っ た 第 11 使 徒 の 襲来 

第 1 使徒 の 貞 来 と NERV 本 部 へ の 侵入 は 、 公式 記 
録 に は 残さ れ て いな い 。 これ は 和 司 令 が 人 舌 靖 完 委 員 
会 と 日本 下 府 に 報告 し な か っ た た め と 言わ れ て いる 。 な 
せ 、 彼 が この よう な 行動 を 取っ た か は 不明 で ある 。 


に 人 ンチ 
警報 の 解除 を 命令 し た 看 司 令 は 、 委員 会 と 政府 に は 「 誤 報 」 
と 報告 する よう 指示 し て いる 。 
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ご 世 描 「 こ 生 放電 9 近 証 項 詰 」 二 救 
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く 新しい 生態 を 見 せ た 使徒 。 ま た 


進化 と いう 生物 的 な 能力 を 見 せる な ど 、 様 性 を 見 せ 付 けた 。 
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「 ヒ ト の 歴史 は 闘争 の 歴史 ] と は 、 も は や 使い 古 さ 
れ た 言い 回 し だ が 、 その な か に 一 片 の 真理 を 含ん で 
いる の も 事実 で ある 。 生命 の 大 命題 は 生き 延び る こ 
と で あり 、 単細胞 生物 か ら 霊 長 類 に 至る まで 、 生命 
は 常に 戦い の 場 に 身 を 置い て きた 。 そん な 闘争 の 繰 
り 返し の な か で 、 効率 的 に 生き 延び る 手段 ( 三 戦 い 
に 勝利 する 手段 ) を 模索 し た の が ヒト で あり 、 そう し て 
生み 出さ れ た の が 武器 だ っ た 。 は じ め は 手 の 延 長 に 
し か 過ぎ な か っ た 鈍器 が 、 攻撃 範囲 を 拡大 する と 共 
に 槍 、 弓 、 鉄砲 と な り 、 さらに 科学 技術 の 発展 と 相 ま 
っ て 様々 な 武器 が 誕生 し て いっ た 。 そし て 20 世 紀 末 、 
ヒト は 究極 的 な 武器 で ある 核兵器 を 生み 出し 、 も っ 
と も 強力 な 「 戦 い に 勝つ 手段 」 を 手 に 入れ る こと に な 
つた の で ある 。 と ころ が 核兵器 の 出現 に よっ て 、 武器 
の 持つ 意味 合い が 大 きく シフ ト す る こと と な っ た 。 本 
来 の 武器 は [効率 的 に 生き 延び る 手段 」 と し て 生み 出 
され る べき だ が 、 核兵器 は ヒト が 生き 延び る 道 を 閉 ざ 
し か ね な か っ た 。 つ まり 核兵器 は 強力 過ぎ た の で あ 
る 。 その 破壊 力 は 広範 囲 に 及ぶ だ け で な く 、 残留 放 
射線 が ヒト の 居住 環境 を 長年 に 渡っ て 脅かす 危険 性 
が 高い 。 生き 延び る た め に 核兵器 を 使用 する の は 、 
あま り に リス ク の 高い 賭け と を な っ て し まっ た の だ 。 20 
世紀 末 に 勃発 し た 米 ソ の 冷戦 は 、 両 国 が 保有 する 核 
兵器 を バッ クボ ー ン と し た 曲 み 合い で あり 、 使い た く 
て も 使え な いと いう ジレ ンマ が 表 出 し た 状態 と 見 る こ 
と も で きよ う 。 その た め 大 国 を 中 心 と する 核保有 国 
は 核兵器 の 拡散 防止 (最終 的 に は 核兵器 の 廃絶 ) を 
スロ ー ガ ン に 抱え 、 核兵器 は 次 第 に 歴史 の 陰 に その 
姿 を 消す こと に な っ た の で ある 。 

新 世紀 に お いて 核兵器 の 有無 は 不明 で ある が 、 代 
わり に n: 兵 器 と 呼ば れる 兵器 が 開発 され て いる 。 そ 
の スペ ッ ク や 詳細 な デー タ は 伝え られ て いな い が 、 あ 
まり に 大 き 過 ぎる 威力 を 持っ て いる な ら ば 、 nx 兵器 の 
辿る 道 は 核兵器 と 同じ で あろ う 。 た だ し 新 世 紀 は 20 
世紀 末 と は 決定 的 に 異な る 。 セカ ンド イン パク ト に よ 
っ て 既存 の 社会 構造 が 崩壊 し 、 UN (国連 ) 主導 の 画 
一 的 シス テム が 敷 か れ て いる た め だ 。 つま り 米 ソ が 上 曲 
み 合 っ た よう に UN を 牽制 する 組織 は 存在 せ ず 、 何ら 
か の 危機 的 状況 に 陥れ ば 、 UN は n? 兵 器 の 使用 を た 
め ら わな い だ ろ う 。 事実 、 西暦 2015 年 、 危機 的 状況 
は 予想 外 の 形 で 襲来 し た の で ある 。 


國 | | | | pi MIAITITIEIRIS 


第 3 使徒 サキ エル 戦 


二 点 同時 則 重 攻撃 作戦 
第 10 使 徒 サハ クイ : 

第 14 使 徒 ゼ ル エ ル # 
NERV 強 制 接収 


WEAPON 


Ilustration by Takuya lo た 


n? 兵 器 の 正式 名 称 は 「No Nu 
clear」 もしくは 「Neo Nuclear」 
だ と 言わ れる が 、 正確 な と ころ は 
| 不明 で ある 。 と は いえ 名 称 か ら 推 
測 す る 限り 、n* 兵 器 と は 核兵器 と 
異な る 兵器 で あり 、 ro 
ぐ で 兵器 で ある こと が わか る 。 恐 ら 

く は 破壊 は その まま に 残留 放射 
上 線 問題 を クリ アー し た の だ ろう 。 
また 閉環 サイ ズ が 通常 サイ ル に 搭載 可能 な ほど コ 
ン パ クト な こと か ら n* 兵 器 の 運用 性 は 飛躍 的 に 高 ま 

り 、 それ が 核兵器 に 取っ て 代わ る 大 き な 要 因 に な っ 
た と 考え られ る 。 と は いえ 核兵器 と 同様 、 厳重 な 管 
理 が 必要 な こと に は 変わ りな く 、 mn 兵器 を 保有 する 
国家 や 組織 の 管理 体制 が 問わ れる と ころ で ある 。 


第 3 使徒 を 観察 し て いた ミ 
サト は 、 展開 する UN 軍 航 < 
空 隊 が 撤退 する 様子 か ら n* 
兵器 の 使用 を 悟っ た 。 


末 簡 普 S(r 主 泊 癌 | 
ーー | 


標的 に 直接 接触 させ て 起 
爆 さ せる こと も ある 。 至近 
距離 の 爆発 な の で 効果 は 
高い が 、 危 険 も 伴う 。 


前 述 し た よう に 核兵器 と 同等 の 
威力 を 有する と 思わ れる n* 兵 器 だ 
け に 、 そ の 使用 に は 細心 の 注意 
| が 必要 と な る 。 放 射線 の 危険 必 
は ほとん ど な い と は いえ 、 圧倒 的 
な 爆発 力 は それ だ け で も 危険 李 
| まり な いも の だ か ら だ 。 その た め 
| 兵器 の 使用 に は あら か じ め 爆 必 
| 地 か ら 一 定 以上 の 距離 を 取っ て 
旧 お く 必要 が ある 。 さら に 熱 波 や 爆 
風 の 影響 を 考慮 し て 、 遮蔽 物 や 退避 哲 、 地下 
避難 し て お く の が 理想 的 だ 。 た だ し A.T. フ ィ ー ル ド な 
ら ば 兵器 の 爆発 に も 耐え られ る た め 、 も っ と も 安全 
な の は EVA パ イロ ッ ト と いえ る か も し れ な い 。 


NERV 本 部 の 大 スク リー ン EE 

と は いえ 、 兵器 の 電磁 波 - 画 
の 影響 は 回 避 で きず 、 画 像 

は ノイ ズ に 覆 ~~ 


EC に NE 
に 


ジオ フロ ント の よう な 閉鎖 
空間 内 で n* 兵 器 を 使用 し 
た 場合 、 逃 げ 場 の な い 熱 波 
」 は さら に 被害 を 拡大 させ る 。 


旨 4 系 統 に 分 類 さ れる n: 兵 器 

現在 まで に 確認 され て いる 兵器 に は 以下 の 4 系 統 が 存在 
する 。 と は いえ 系 統 ど と に 兵器 と し て の 能力 に 差 が ある わけ で 
は な く 、 置 方 法 や 射出 方 法 に よっ て カテ ゴ ラ イ ズ さ れ 
て いる 。 この こと は 兵器 の 使用 に 特別 な 方 法 や シス テム が 


必要 な く 、 既存 兵器 と 同じ 手法 で 使用 で きる こと を 示し て い 
る 。 この 点 か ら も n? 兵 器 の 優れ た 運用 性 と 、 将来 的 な 発展 の 
可能 性 が わか る と いう も の だ ( 未 が 、EVA 専 用 兵 装 と 
し て mi ミサ イル が 開発 され た と の 報告 も ある )。 


ほぼ 素 体 に 近い 状態 
の ns 兵器 で あり 、 ミサ イ 
ル の 弾頭 に 装填 し た り 、 
投射 装置 で 標的 に 身 
出す る こと で 使用 する 。 
電 号 機 が 使徒 と の 接近 


[es 


DANGER 


爆弾 に 近接 信管 を 
設置 し 、 一 定 範囲 内 に 
標的 が 侵入 し た 際 に 起 
爆 す る よう に し た も の 。 
航空 機 か ら 投下 され る 
が 、 水中 の 標的 に も 有 
効 と 思わ れる , 


| m 畑 弾 に 時 限 式 
| | も し く は 無線 操作 
| | 管 を 設置 し 、 標 的 の 接 


近 を 待っ て 起爆 する も 

の 。 爆発 に 指向 性 を 持 
| た せる こと で 、 さ ら な る 成 
| 共 大 も 可能 と な る 。 


され は rn 爆弾 の イメ ー ジ 図 。 EVA が 

2 片手 で 保持 で きる ほど の サイ ズ で あ 
N ーー リ 取り 回 ゆ の よき に 優れ で いる | ほ -| 
か の 系 統 の mz 兵器 は 、 こ の rm 爆弾 を 

基 洪 と し て 生ま れ た だ も の で ある 。 | | 


ミサ イル の 弾頭 部 分 
に ni 爆雷 を 搭載 し た も 

頭 は 単体 だ け で 
な く 多 弾 頭 タイ プ も 存在 
する 。 主 に 成 居 園 以上 
の 趣 高空 を 飛行 する 標 
的 に 対 いで 使用 IGG 


昌 衝 撃破 と 電磁 障害 

爆弾 が 爆発 する と 、 爆 心 地 を 中 心 に し て 極め て 高温 高 
圧 状態 の 衝撃 波 G が 発生 する 。 爆 心 地 付近 の 物体 は | 
一 瞬 に し て 溶解 し 、 離 れ た 地点 の 物 も 爆風 に よっ て 吹き 飛 
ば され る 。 また 熱 濾 が 通り 過ぎ て か ら も 激しい 気圧 変化 か 
ら 吹 き 戻し の 強風 が 発生 し 、 こ れ に よっ て 爆 心 地 か ら 一 定 
範囲 内 は ほぼ 壊滅 する こと に な る 。 さら に ns 兵器 の 爆発 は 
趣 高 周波 の 電磁 波 を 生み 出し 、 こ れ は 電子 機器 に 誤 作動 
を 発生 させ る 要因 と な る も の で ある 。 


昌 爆 発 後 の 影響 

残留 放 射線 の 昌 響 が な い rm 兵器 だ が 、 それ 以上 に 問題 
な の が 地形 へ の 影響 で ある 。 第 3 使徒 の 戦闘 で は 条 根 
近郊 の 山岳 地帯 に 埋設 され た m 地 雷電 発 で 、 爆 心地 を 
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岸部 に 半 円 状 の 新た な 海岸 線 が 形作ら れる こと に な っ て し まっ た 。 
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NERV 攻 撃 時 に は 使 
徒 本 体 が 直接 降下 し 
て きた が 、 EVA3 体 に 
よる 連携 攻撃 で 残 減 
され た 。 


突如 、 何 の 前 触れ も な く 出 現し た 第 14 使 徒 は 、 第 3 新 東京 市 の 東南 に 位置 する 駒ケ岳 防衛 
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か 存在 せ ず 、 これ は まさ に 最終 手段 だ っ た の で ある 。 
その 一 方 で 、 n* 兵 器 は ヒト に 対し て も 使用 され て い 
る 。 ゼ ー レ が 主導 と な っ た NERV 本 部 接収 に お ける 
戦闘 が そう で あり 、 こ の 時 に 使用 され た n* 爆 弾 は 多 
大 な 効果 を 挙げ る に 至っ た 。 使徒 に 対し て 絶対 的 な 
防御 力 を 誇っ た NERV 本 部 も 、 n* 兵 器 の 前 に は 意外 
な 脆 さ を 赴 呈 する こと に な っ た の で ある 。 
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その 究極 的 な も の が nt 兵 器 で ある 。 と は いえ 強力 過ぎ る 兵器 は 使用 者 に を な すこ と が 多く 、 兵器 も それ は 例外 と は いえ な い だ ろ 。 特に 運用 性 に 優れ る ns 兵器 , 
は 高い 倫理 観 と 状況 判断 能力 が 必要 と され る 。 EVA を 除け ば 使徒 に 対す る 唯一 の 切り 札 で ある n* 兵 器 だ が 、 使用 者 の 意思 次 第 で 悲劇 を 招き か ね な い の で ある 。 


目 二 保 強 | 保有 国 と 組 科 ” mn 兵器 保有 組織 と その 関係 
| 有用 鹿 ニーーーーー ーー 
すず 過 | 圧 旬 的 な 破壊 力 を 有する mn* 兵 非 協力 的 特務 機関 NERV 革 
る ぎ | 器 だ け に 、 その 保有 に は 各種 制 ML) 馬 対 立 
i る うだ け あ り 、 n* 兵 器 の 所 持 も 
と 呈 限 が 設け られ て し か る べき で ある 。 許可 され て いる 。 だ が 運営 目 
の 回 | た 分 な お えも な いま ま に rm 兵器 が 導 自 に 行動 間 計 時 
代 を | 使用 され れ ば 、 セカ ンド インパ ク 
償 | ト か ら 復 内 し た 世界 は 再び 混乱 。 
| 状態 に 陥り か ね な いか ら だ 。 現 UN 軍 0 
セカ ンド イン パク 
| 在 、 兵 器 は UN 軍 を は じ め と す 
ら に め 、 各国 が 保有 する rm 兵器 も 
る 限ら れ た 組織 が 保有 し で いる UN の 臣 梓 下 に 置か れ て いる 


ーー が 使用 は 保有 者 の 一 存 に 委ね と 見 で いい だ ろう 。 
られ て お り 、 これ は 危険 な 状態 と 言わ さる を 得 な い 。 
UN に も 絶大 な 影響 力 を 持 
つ ゼ ー レ だ け に 、 mi 兵器 の 


使用 許可 を 下す の は 容易 
いこ と だ っ た と 思わ れる 。 


名 目 上 は ns 兵器 の 管理 を 
託さ れ た UN だ が 、 実際 に は 
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